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医 療 法 律と 「本当は怖いＳＮＳ？」

ห࢜ޢ法人  ైڠಉ法཯事຿ॴ

ห࢜ޢ　੺ੴ　ܓ༟
ＱＡ第29回

＆

■相■談■者  ：最近、iPadを新調したことを機に
SNSを始めようかと思っています。ただ、最近
は医療関係者によるSNSの利用が良くない
意味で話題になることがありますよね。例え
ば、SNSがいわゆる「炎上」をしたり、発信者
の身元が特定されるケースもあると聞いてい
ます。そのような話を聞くと、正直不安になっ
たりもするのですが、医療関係者がSNSを使
うときにはどのような点に注意すべきなのか
お伺いしたいと思います。
■弁■護■士  ：SNSは情報発信の利便性が高い
一方で、医療関係者は一般の利用者よりも注
意すべきポイントが多いのが実情です。例えば
どのようなことをお知りになりたいでしょ
うか。

■相■談■者  ：まずは患者さんのことを投稿する
ケースです。もちろん患者さんの氏名や顔を出
すつもりはありませんが、それでも「こういう
患者さんが来た」、「こんな症状の人がいた」と
いう投稿は問題になる可能性があるのでしょ
うか。
■弁■護■士  ：問題になる可能性が大いにありま
す。たとえ患者さんの氏名や顔を伏せていて
も、病名、年齢・性別、病院名、時期などの情報
が組み合わされると、投稿を見た第三者が患
者を特定できる可能性があります。過去には、

投稿者や患者が住んでいると思われる地域や
患者の症状の組み合わせなどから患者が特定
されたケースや、投稿を見た本人が自分のこと
ではないかと気づいたケースもあります。「こ
れくらいなら大丈夫だろう」という感覚は非常
に危険です。
　また、個人の病歴は、個人情報保護法２条３
項の「要配慮個人情報」として、個人情報の中
でも特に慎重な取り扱いが求められている情
報であり、このような情報をSNSに投稿した
場合は、個人情報保護法違反に問われる可能
性があります。そのほか、医師法などに定めら
れている守秘義務違反に当たる可能性もあり
ます。

■相■談■者  ：患者さんの情報を載せることは危
険ということが分かりました。では、職場内の
ことをSNSに載せるのはいかがでしょうか。
例えば、SNSに「忙しすぎる」「上司にむちゃを
言われた」「スタッフの対応に困った」などと
いった愚痴のようなものを載せている方もい
るようです。これも問題になるでしょうか。
■弁■護■士  ：これも注意が必要ですね。実名で
投稿する場合はもちろんのこと、たとえ匿名で
の投稿であっても、投稿内容、写真の背景、言
葉遣いや文脈などから、投稿者や言及されて
いる同僚などが誰なのか推測できてしまい、

人間関係が悪化するケースは少なくありませ
ん。また、ある投稿が特定の人物に対する誹謗
中傷などに当たる場合は、名誉毀損や信用毀
損などの問題につながる可能性もあり、最悪の
ケースとして民事裁判、刑事裁判や懲戒処分に
まで発展した事例もあります。職場内のことを
SNSで発信するのもリスクがあると考えてく
ださい。

■相■談■者  ：アカウントに「鍵」（非公開設定）を
かけることでもろもろのリスクは減るものなの
でしょうか。
■弁■護■士  ：鍵をかけることで不特定多数の利
用者に即時に投稿内容が表示されることを防
げますので、その意味では多少リスクが下がる
ともいえます。しかし、投稿内容がスクリーン
ショット化（コンピューターのディスプレーの
画面に表示されている内容を、そのまま画像
データとして取得すること）されて保存・転載
されてしまうと、結果として、不特定多数に情
報が拡散してしまう可能性は十分にあります。

■相■談■者  ：匿名だから安全というわけではな
いし、アカウントに鍵をかけても安全というわ
けではないことがよく分かりました。ネガティ
ブな方向の投稿は控えることとしますが、せっ
かくSNSをやるなら、医療の正しい情報を発
信したいという気持ちもあります。この場合の
注意点はどのようなものでしょうか。
■弁■護■士  ：一般的な医療情報を発信すること
自体は問題ありません。ただ、医療情報は一般
の情報発信よりも高い正確性が求められる傾
向にあるため、誤情報や誤解を招く表現が拡
散されないよう注意が必要です。

　例えばＸ（旧Twitter）のような短文投稿型
のSNSでは、文脈や投稿者の意図が十分に伝
わらず、投稿内容の受け取り方などをめぐるト
ラブルに発展するケースもあり得るところ
です。

■相■談■者  ：次に、SNSに写真や動画を載せる
ときの注意点があれば教えてください。
■弁■護■士  ：医療機関内で撮影した写真や動画
には、患者情報が写り込む危険があります。モ
ニターの表示、カルテの一部、患者が写りこ
む、建物の構造から医療機関が特定されるな
ど、特に情報漏洩が起きやすいのが特徴です。
また、医療機関の中には、院内での無断撮影の
禁止やSNS投稿の制限を就業規則等で定め
ているところもあります。この場合は、医療機
関内で撮影した写真や動画を無断でSNSに載
せた行為それ自体により懲戒処分等を受ける
可能性もあります。
　また、学会発表用に患者の同意を取ってい
る写真や動画をSNSに載せたことによりトラ
ブルに発展したケースもあります。学会での発
表とSNSでの公開は別の目的・媒体となるた
め、改めて対象患者の同意が必要になります。

■相■談■者  ：SNSに写真や動画を載せたこと
によりトラブルに発展した具体例があれば教
えてください。
■弁■護■士  ：最近では、美容外科医が解剖研修
中に、背景に献体が写り込んだ写真や解剖実
習中にピースサインをするなどした写真を投稿
したことが問題になった事例があります。ま
た、ある医学生が、病院の患者の氏名、入院診
療科名、電子カルテ上の日時が映った電子カル

テ画像をSNSに投稿したことが問題になった
事例もありますね。

■相■談■者  ：もしSNSがいわゆる「炎上」をして
しまった場合、どのように対応すればよいので
しょうか。
■弁■護■士  ：まず、やってはいけないのは、感情
的な反論や言い訳をする投稿です。これらの
対応は火に油を注ぐだけになることが多いで
す。また、炎上対象となった投稿を削除するに
とどめるのは、証拠隠滅と受け取られるリスク
があります。
　まずは、炎上した原因が何なのか（投稿内容
の問題なのか、表現方法の問題か、それとも誤
作動による投稿なのか、など）を分析しましょ
う。そのうえで対外的な説明が必要と判断さ
れる場合は、反論や言い訳ととらえられないよ
う感情表現を排し、事実に限定して簡潔に説
明するのが望ましいといえます。場合によって
は一定の謝罪や再発防止策に言及したりする
こともあり得るでしょう。
　また、勤務先の医療機関に影響し得る問題
なのであれば、速やかに当該医療機関に報告
のうえで組織としての対応を仰ぐことが重要
です。

■相■談■者  ：よく理解できました。注意点を踏ま
えつつ、上手にSNSとつきあっていきたいと
思います。
■弁■護■士  ：SNSは有益なツールになり得ます
が、使い方によっては大きなトラブルにつなが
ります。医療機関に携わる者であることを常
に意識しながら慎重に活用してください。

˗�このＱ＆Ａから何を学ぶか ◆

①医療機関に携わる者がSNSに投稿する場合
は、患者の存在を推測できる情報を一切出さ
ない。職場に関する話についても十分注意
が必要である。
②投稿者や投稿の対象になった者が匿名だか
らといってリスクがなくなるわけではない。
③もし投稿が「炎上」した場合は、感情的な反論
や言い訳を避け、原因分析のうえで必要に
応じた適切な対応を取ることが重要である。
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医 療 法 律と 「本当は怖いＳＮＳ？」

ห࢜ޢ法人  ైڠಉ法཯事຿ॴ

ห࢜ޢ　੺ੴ　ܓ༟
ＱＡ第29回

＆

■相■談■者  ：最近、iPadを新調したことを機に
SNSを始めようかと思っています。ただ、最近
は医療関係者によるSNSの利用が良くない
意味で話題になることがありますよね。例え
ば、SNSがいわゆる「炎上」をしたり、発信者
の身元が特定されるケースもあると聞いてい
ます。そのような話を聞くと、正直不安になっ
たりもするのですが、医療関係者がSNSを使
うときにはどのような点に注意すべきなのか
お伺いしたいと思います。
■弁■護■士  ：SNSは情報発信の利便性が高い
一方で、医療関係者は一般の利用者よりも注
意すべきポイントが多いのが実情です。例えば
どのようなことをお知りになりたいでしょ
うか。

■相■談■者  ：まずは患者さんのことを投稿する
ケースです。もちろん患者さんの氏名や顔を出
すつもりはありませんが、それでも「こういう
患者さんが来た」、「こんな症状の人がいた」と
いう投稿は問題になる可能性があるのでしょ
うか。
■弁■護■士  ：問題になる可能性が大いにありま
す。たとえ患者さんの氏名や顔を伏せていて
も、病名、年齢・性別、病院名、時期などの情報
が組み合わされると、投稿を見た第三者が患
者を特定できる可能性があります。過去には、

投稿者や患者が住んでいると思われる地域や
患者の症状の組み合わせなどから患者が特定
されたケースや、投稿を見た本人が自分のこと
ではないかと気づいたケースもあります。「こ
れくらいなら大丈夫だろう」という感覚は非常
に危険です。
　また、個人の病歴は、個人情報保護法２条３
項の「要配慮個人情報」として、個人情報の中
でも特に慎重な取り扱いが求められている情
報であり、このような情報をSNSに投稿した
場合は、個人情報保護法違反に問われる可能
性があります。そのほか、医師法などに定めら
れている守秘義務違反に当たる可能性もあり
ます。

■相■談■者  ：患者さんの情報を載せることは危
険ということが分かりました。では、職場内の
ことをSNSに載せるのはいかがでしょうか。
例えば、SNSに「忙しすぎる」「上司にむちゃを
言われた」「スタッフの対応に困った」などと
いった愚痴のようなものを載せている方もい
るようです。これも問題になるでしょうか。
■弁■護■士  ：これも注意が必要ですね。実名で
投稿する場合はもちろんのこと、たとえ匿名で
の投稿であっても、投稿内容、写真の背景、言
葉遣いや文脈などから、投稿者や言及されて
いる同僚などが誰なのか推測できてしまい、

人間関係が悪化するケースは少なくありませ
ん。また、ある投稿が特定の人物に対する誹謗
中傷などに当たる場合は、名誉毀損や信用毀
損などの問題につながる可能性もあり、最悪の
ケースとして民事裁判、刑事裁判や懲戒処分に
まで発展した事例もあります。職場内のことを
SNSで発信するのもリスクがあると考えてく
ださい。

■相■談■者  ：アカウントに「鍵」（非公開設定）を
かけることでもろもろのリスクは減るものなの
でしょうか。
■弁■護■士  ：鍵をかけることで不特定多数の利
用者に即時に投稿内容が表示されることを防
げますので、その意味では多少リスクが下がる
ともいえます。しかし、投稿内容がスクリーン
ショット化（コンピューターのディスプレーの
画面に表示されている内容を、そのまま画像
データとして取得すること）されて保存・転載
されてしまうと、結果として、不特定多数に情
報が拡散してしまう可能性は十分にあります。

■相■談■者  ：匿名だから安全というわけではな
いし、アカウントに鍵をかけても安全というわ
けではないことがよく分かりました。ネガティ
ブな方向の投稿は控えることとしますが、せっ
かくSNSをやるなら、医療の正しい情報を発
信したいという気持ちもあります。この場合の
注意点はどのようなものでしょうか。
■弁■護■士  ：一般的な医療情報を発信すること
自体は問題ありません。ただ、医療情報は一般
の情報発信よりも高い正確性が求められる傾
向にあるため、誤情報や誤解を招く表現が拡
散されないよう注意が必要です。

　例えばＸ（旧Twitter）のような短文投稿型
のSNSでは、文脈や投稿者の意図が十分に伝
わらず、投稿内容の受け取り方などをめぐるト
ラブルに発展するケースもあり得るところ
です。

■相■談■者  ：次に、SNSに写真や動画を載せる
ときの注意点があれば教えてください。
■弁■護■士  ：医療機関内で撮影した写真や動画
には、患者情報が写り込む危険があります。モ
ニターの表示、カルテの一部、患者が写りこ
む、建物の構造から医療機関が特定されるな
ど、特に情報漏洩が起きやすいのが特徴です。
また、医療機関の中には、院内での無断撮影の
禁止やSNS投稿の制限を就業規則等で定め
ているところもあります。この場合は、医療機
関内で撮影した写真や動画を無断でSNSに載
せた行為それ自体により懲戒処分等を受ける
可能性もあります。
　また、学会発表用に患者の同意を取ってい
る写真や動画をSNSに載せたことによりトラ
ブルに発展したケースもあります。学会での発
表とSNSでの公開は別の目的・媒体となるた
め、改めて対象患者の同意が必要になります。

■相■談■者  ：SNSに写真や動画を載せたこと
によりトラブルに発展した具体例があれば教
えてください。
■弁■護■士  ：最近では、美容外科医が解剖研修
中に、背景に献体が写り込んだ写真や解剖実
習中にピースサインをするなどした写真を投稿
したことが問題になった事例があります。ま
た、ある医学生が、病院の患者の氏名、入院診
療科名、電子カルテ上の日時が映った電子カル

テ画像をSNSに投稿したことが問題になった
事例もありますね。

■相■談■者  ：もしSNSがいわゆる「炎上」をして
しまった場合、どのように対応すればよいので
しょうか。
■弁■護■士  ：まず、やってはいけないのは、感情
的な反論や言い訳をする投稿です。これらの
対応は火に油を注ぐだけになることが多いで
す。また、炎上対象となった投稿を削除するに
とどめるのは、証拠隠滅と受け取られるリスク
があります。
　まずは、炎上した原因が何なのか（投稿内容
の問題なのか、表現方法の問題か、それとも誤
作動による投稿なのか、など）を分析しましょ
う。そのうえで対外的な説明が必要と判断さ
れる場合は、反論や言い訳ととらえられないよ
う感情表現を排し、事実に限定して簡潔に説
明するのが望ましいといえます。場合によって
は一定の謝罪や再発防止策に言及したりする
こともあり得るでしょう。
　また、勤務先の医療機関に影響し得る問題
なのであれば、速やかに当該医療機関に報告
のうえで組織としての対応を仰ぐことが重要
です。

■相■談■者  ：よく理解できました。注意点を踏ま
えつつ、上手にSNSとつきあっていきたいと
思います。
■弁■護■士  ：SNSは有益なツールになり得ます
が、使い方によっては大きなトラブルにつなが
ります。医療機関に携わる者であることを常
に意識しながら慎重に活用してください。

˗�このＱ＆Ａから何を学ぶか ◆

①医療機関に携わる者がSNSに投稿する場合
は、患者の存在を推測できる情報を一切出さ
ない。職場に関する話についても十分注意
が必要である。
②投稿者や投稿の対象になった者が匿名だか
らといってリスクがなくなるわけではない。
③もし投稿が「炎上」した場合は、感情的な反論
や言い訳を避け、原因分析のうえで必要に
応じた適切な対応を取ることが重要である。
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■相■談■者  ：最近、iPadを新調したことを機に
SNSを始めようかと思っています。ただ、最近
は医療関係者によるSNSの利用が良くない
意味で話題になることがありますよね。例え
ば、SNSがいわゆる「炎上」をしたり、発信者
の身元が特定されるケースもあると聞いてい
ます。そのような話を聞くと、正直不安になっ
たりもするのですが、医療関係者がSNSを使
うときにはどのような点に注意すべきなのか
お伺いしたいと思います。
■弁■護■士  ：SNSは情報発信の利便性が高い
一方で、医療関係者は一般の利用者よりも注
意すべきポイントが多いのが実情です。例えば
どのようなことをお知りになりたいでしょ
うか。

■相■談■者  ：まずは患者さんのことを投稿する
ケースです。もちろん患者さんの氏名や顔を出
すつもりはありませんが、それでも「こういう
患者さんが来た」、「こんな症状の人がいた」と
いう投稿は問題になる可能性があるのでしょ
うか。
■弁■護■士  ：問題になる可能性が大いにありま
す。たとえ患者さんの氏名や顔を伏せていて
も、病名、年齢・性別、病院名、時期などの情報
が組み合わされると、投稿を見た第三者が患
者を特定できる可能性があります。過去には、

投稿者や患者が住んでいると思われる地域や
患者の症状の組み合わせなどから患者が特定
されたケースや、投稿を見た本人が自分のこと
ではないかと気づいたケースもあります。「こ
れくらいなら大丈夫だろう」という感覚は非常
に危険です。
　また、個人の病歴は、個人情報保護法２条３
項の「要配慮個人情報」として、個人情報の中
でも特に慎重な取り扱いが求められている情
報であり、このような情報をSNSに投稿した
場合は、個人情報保護法違反に問われる可能
性があります。そのほか、医師法などに定めら
れている守秘義務違反に当たる可能性もあり
ます。

■相■談■者  ：患者さんの情報を載せることは危
険ということが分かりました。では、職場内の
ことをSNSに載せるのはいかがでしょうか。
例えば、SNSに「忙しすぎる」「上司にむちゃを
言われた」「スタッフの対応に困った」などと
いった愚痴のようなものを載せている方もい
るようです。これも問題になるでしょうか。
■弁■護■士  ：これも注意が必要ですね。実名で
投稿する場合はもちろんのこと、たとえ匿名で
の投稿であっても、投稿内容、写真の背景、言
葉遣いや文脈などから、投稿者や言及されて
いる同僚などが誰なのか推測できてしまい、

人間関係が悪化するケースは少なくありませ
ん。また、ある投稿が特定の人物に対する誹謗
中傷などに当たる場合は、名誉毀損や信用毀
損などの問題につながる可能性もあり、最悪の
ケースとして民事裁判、刑事裁判や懲戒処分に
まで発展した事例もあります。職場内のことを
SNSで発信するのもリスクがあると考えてく
ださい。

■相■談■者  ：アカウントに「鍵」（非公開設定）を
かけることでもろもろのリスクは減るものなの
でしょうか。
■弁■護■士  ：鍵をかけることで不特定多数の利
用者に即時に投稿内容が表示されることを防
げますので、その意味では多少リスクが下がる
ともいえます。しかし、投稿内容がスクリーン
ショット化（コンピューターのディスプレーの
画面に表示されている内容を、そのまま画像
データとして取得すること）されて保存・転載
されてしまうと、結果として、不特定多数に情
報が拡散してしまう可能性は十分にあります。

■相■談■者  ：匿名だから安全というわけではな
いし、アカウントに鍵をかけても安全というわ
けではないことがよく分かりました。ネガティ
ブな方向の投稿は控えることとしますが、せっ
かくSNSをやるなら、医療の正しい情報を発
信したいという気持ちもあります。この場合の
注意点はどのようなものでしょうか。
■弁■護■士  ：一般的な医療情報を発信すること
自体は問題ありません。ただ、医療情報は一般
の情報発信よりも高い正確性が求められる傾
向にあるため、誤情報や誤解を招く表現が拡
散されないよう注意が必要です。

　例えばＸ（旧Twitter）のような短文投稿型
のSNSでは、文脈や投稿者の意図が十分に伝
わらず、投稿内容の受け取り方などをめぐるト
ラブルに発展するケースもあり得るところ
です。

■相■談■者  ：次に、SNSに写真や動画を載せる
ときの注意点があれば教えてください。
■弁■護■士  ：医療機関内で撮影した写真や動画
には、患者情報が写り込む危険があります。モ
ニターの表示、カルテの一部、患者が写りこ
む、建物の構造から医療機関が特定されるな
ど、特に情報漏洩が起きやすいのが特徴です。
また、医療機関の中には、院内での無断撮影の
禁止やSNS投稿の制限を就業規則等で定め
ているところもあります。この場合は、医療機
関内で撮影した写真や動画を無断でSNSに載
せた行為それ自体により懲戒処分等を受ける
可能性もあります。
　また、学会発表用に患者の同意を取ってい
る写真や動画をSNSに載せたことによりトラ
ブルに発展したケースもあります。学会での発
表とSNSでの公開は別の目的・媒体となるた
め、改めて対象患者の同意が必要になります。

■相■談■者  ：SNSに写真や動画を載せたこと
によりトラブルに発展した具体例があれば教
えてください。
■弁■護■士  ：最近では、美容外科医が解剖研修
中に、背景に献体が写り込んだ写真や解剖実
習中にピースサインをするなどした写真を投稿
したことが問題になった事例があります。ま
た、ある医学生が、病院の患者の氏名、入院診
療科名、電子カルテ上の日時が映った電子カル

テ画像をSNSに投稿したことが問題になった
事例もありますね。

■相■談■者  ：もしSNSがいわゆる「炎上」をして
しまった場合、どのように対応すればよいので
しょうか。
■弁■護■士  ：まず、やってはいけないのは、感情
的な反論や言い訳をする投稿です。これらの
対応は火に油を注ぐだけになることが多いで
す。また、炎上対象となった投稿を削除するに
とどめるのは、証拠隠滅と受け取られるリスク
があります。
　まずは、炎上した原因が何なのか（投稿内容
の問題なのか、表現方法の問題か、それとも誤
作動による投稿なのか、など）を分析しましょ
う。そのうえで対外的な説明が必要と判断さ
れる場合は、反論や言い訳ととらえられないよ
う感情表現を排し、事実に限定して簡潔に説
明するのが望ましいといえます。場合によって
は一定の謝罪や再発防止策に言及したりする
こともあり得るでしょう。
　また、勤務先の医療機関に影響し得る問題
なのであれば、速やかに当該医療機関に報告
のうえで組織としての対応を仰ぐことが重要
です。

■相■談■者  ：よく理解できました。注意点を踏ま
えつつ、上手にSNSとつきあっていきたいと
思います。
■弁■護■士  ：SNSは有益なツールになり得ます
が、使い方によっては大きなトラブルにつなが
ります。医療機関に携わる者であることを常
に意識しながら慎重に活用してください。

˗�このＱ＆Ａから何を学ぶか ◆

①医療機関に携わる者がSNSに投稿する場合
は、患者の存在を推測できる情報を一切出さ
ない。職場に関する話についても十分注意
が必要である。
②投稿者や投稿の対象になった者が匿名だか
らといってリスクがなくなるわけではない。
③もし投稿が「炎上」した場合は、感情的な反論
や言い訳を避け、原因分析のうえで必要に
応じた適切な対応を取ることが重要である。




